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目的： 

無痛分娩が子どもの精神神経発達に与える長期的な影響は明らかでない。本研究では、出産時の無痛分娩の有無と生まれた

子どもの 3 歳までの精神神経発達との関係を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

子どもの生後 6 か月から 3 歳まで 6 か月毎に実施した質問票 ASQ-3 の 5 つの領域（コミュニケーション、粗大運動、微細運動、

問題解決、個人-社会関係）について、すべて有効回答が得られた 42,172 名の子どもを対象とした。ASQ-3 の領域別のカットオフ

値に基づいて、無痛分娩と 6 か月から 3 歳までの 6 時点の各領域の精神神経発達の遅延傾向との関連を検討した。また、1 歳 6

か月以降 3 歳までの 6 か月毎に各領域において新たに精神神経発達の遅延傾向（カットオフ値未満）となるリスクについても解

析した。 

 

結果： 

無痛分娩は、生まれた子どもの 3 歳までの各領域での精神神経発達の遅延傾向と関連していた。普通分娩に比較して、粗大運

動及び微細運動に遅延傾向がみられるリスクは 18 か月時に最も大きく、その後低下した。コミュニケーションと問題解決の遅延

傾向の頻度は、6、24、36 か月時に有意に高かった。無痛分娩で出生した子どもは、普通分娩に比較して、18～24 か月の間に問

題解決と個人-社会関係領域での発達遅延傾向が新たに見られる頻度が高かった。これらのリスクは、分娩時に 30 歳以上であ

った母親で顕著であった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

無痛分娩と出生した子どもの精神神経発達の遅延傾向の関連が認められ、一部の領域の発達遅延傾向は 3 歳まで持続してい

た。本研究の限界として、無痛分娩で使用した麻酔薬の種類や量が明らかでないこと、硬膜外分娩による無痛分娩で生じる母体

発熱の影響を評価できていないこと、精神神経発達は母親の ASQ-3 質問紙への回答によるものであり、医学的診断ではないこ

となどがあげられる。そのため、無痛分娩を選択した母親が子どもの精神神経発達の遅延に気づきやすい可能性も考えられる。

さらに、本研究は、3 歳までの評価であるため、より長期的に継続して観察する必要がある。 

 

結論： 

無痛分娩は、生まれた子どもの 3 歳までの各領域での神経発達の遅延傾向と関連していた。粗大運動と微小運動の遅延リスク

は 18 か月が最大であり、その後は徐々に低下したが、コミュニケーションと問題解決の遅延リスクは 3 歳時点でも高かった。こう

した関連は分娩時に 30 歳以上の母親で顕著であった。 

 

 


